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1. 研究分野と期間
分野 : 環境調和型生体 ･ 化学物質の 創製と応 用
期間 :2 0 03(平成 1 5)年 4月 1 日 - 2004(平成1
.6) 年3月 3 1日
2. 研究者
工 学部 ･ 助教授
工 学部 ･ 教壬受
工学部 ･ 教授
リ ン チ ェ ピ ン 大学 ･ 助手
山口 昌樹 , 研究総括 , 及び分析手法 の 考案
畠山 豊正 , 電気 工学的側面か ら の助言指導
佐々 木 和男 , 生 体評価 の助言指導
ア ン ダ ー ス ･ ヨ ハ ン ソ ン(AndersJoha n ss o n,), 臨床評価 の実施
3. 研究概要
本研 究者 ら は , 口腔 内 の 歯肉溝(しに く こ う)と呼 ばれ る 溝 か ら漏 出す る微 量 な生体液
(Gingiv alcre vicularfluid, G C F) に含まれ るぶ どう糖濃度か ら血糖値を測定す ると い う独自の
発想に基 づく 非侵襲的な血糖測定手法 に着目 し, そ の 実用化に 向 けて 研究を進 め て い る ｡
本研究 の 目的は , 口腔内で 直接に微量検体で ある G C F の分析 を行う新 し い測定手法 を開発
して検体採取 を不要 と し, シ ス テ ム 全体 の 再現性 の 向上 と高精度化 を図 るも の で ある ｡ その
ため に , 下記 の 事項に つ い て 検討を行う｡
1)G C Fに含まれ るぶ どう糖濃度 の分析に使用する, 光学的な手法 を取 り入れ た新 し い分析
手法 の 開発
2)非侵襲血糖測定 シ ス テ ム の 非生体内 (in vitro)評価
3)健 常者と糖尿病患者に よ る 臨床 (in vivo) 評価
こ の 実現た め に は , 多分野 の研 究者の 横断的な協力が不可欠 で あ る こ とか ら, 研究チ ー ム
を組織 した｡
4. 研究成果
本研究は , 新 エ ネ ル ギ ー ･ 産業技術総合開発機構PE DO)の 平成 1 0年度即効型提案公募事
業 ｢歯肉溝液を用 い た非侵襲血糖測定 シ ス テ ム の 開発｣ (プ ロ ジ ェ ク トID: 9 8 Y 2 3-01 2, 総括
代表者 : 山 口 昌樹) に よ っ て 開始されたも の で ある ｡ 本研 究者らは , 非侵襲血糖測定 シ ス テ
ム の 実用化 を目指 して , ブ ラザ ー 工業㈱, ㈱ ス ズケ ン 等との 産学連携研 究を, 今日 まで継続
して 行 っ て きた ｡ ま た , 2 0 02年か らは , 山 口 が文部科学省在外研究員(visiting Scie ntist)と し
て ス ウ ェ ー デ ン 国 リ ン チ ェ ピ ン大学 (Link6pingUniv ersity) に滞在 した の を契機と して , Pr of.
Karin Wardellらと の 国際共同研 究にも発展 した｡
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本研 究で は , 非侵襲式 の血糖測定器 を実現す るた め に , 細胞外液 の 一 種と考えられ る歯肉
情液(G C F)に着目 し, そ の G CF の採取と分析 に 併用するディ ス ポ ー ザブル 式 の採取器具 を考
案 した｡ そ して , 採取器 具に 内蔵する高感度 の ぶ どう糖試験紙と, そ の 発色濃度を光学的に
計測す る光学系測定器 を試作 した｡
試作 シ ス テ ム の 臨床評価 を実施 した とこ ろ, G C F糖値は血糖値に対 して低値 を示 したも の
の , 唾液糖と の 明確な差が観察された ｡ G CF 糖値 の 濃度範囲 に は 日本人 と ス ウ ェ ー デン 人 の
違い に よ る顕著な差異は観察されず, 体格や肥満度, 食習慣な どの 生活 習慣が , G CF 濃度に
与 える影響は小 さ い と考えられた｡ そ して , 被検者共通 の 相関係 数は 0.7-0.8 8 の範囲に あり,
G C Fは 非侵襲的な血糖測定手法 の 一 つ と して利用可能で ある こ とを示唆する結果 が得 られた ｡
特許 に 関して は , 2 00 3年 9 月 2 6日に ｢微量検体の 分析に用 い る酵素試験紙 を配設 した キ
ヤ ピラ リ ー 用具, お よび測定方 法｣ (2 0 0年 1 0月 2 6日 出願 , 特 許第 34 7 522 8号, ㈱ ス ズケ
ン
,
ブラザ ー 工業㈱, 富山大学) が 登録され , 実用化 - の 弾みが つ い た ｡
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